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在、A-FIVE の全国における出資決定件数は 81 件であり、出資金額は 62 億円である。地





北海道 7 652.6 10.5
東北 9 581.4 9.4
関東 15 654.7 10.6
甲信越 6 332.1 5.4
東海 3 127.0 2.0
北陸 3 340.0 5.5
近畿 4 210.9 3.4
中国・四国 13 766.3 12.4
九州・沖縄 21 2534.2 40.9
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福岡県 5 265.0 4.3
佐賀県 ― ― ―
長崎県 1 96.0 1.5
大分県 ― ― ―
熊本県 7 636.5 10.3
鹿児島県 4 1326.0 21.4
宮崎県 2 85.7 1.4
沖縄県 2 125.0 2.0
小計 21 2534.2 40.9
資料：西日本シティ銀行法人ソリューション部資料を基に作成。  
 




















































は360 ～ 400万円 / 月である。また、肉用鶏の






































































































（株）タケノフードサービスは、タケノファーム（株）が 3,600 万円、（株）タケノが 3,400






















タケノからの出向社員）、パート 11 名）である。最大収容客数は 240 名であり、客層はお
よそ 30 代後半以降のアフター５の社会人が中心である。収容客数の多さを活かして宴会需
要をいかに取り込むかを課題にしている。また、月間売上は 800 万円である。看板メニュ
ーは「あかね土鶏のすき焼き」（１人前 1,490 円）である。 
タケノファーム（株）の経営主が鶏料理専門店の開店を意向していたことがそもそもの
６次産業化の経緯であり、１次（原料生産）から３次（販売・飲食）まで全て行いたいと
いう希望があった。ファンドによる出資を契機に、前述のいわゆる大衆居酒屋とは異なる
業態での挑戦である。店舗ではもちろん客層も異なっている。 
 
（７）出口（出荷先・販路）の確保による生産者の支援と育成 
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鶏すき・水炊きなどを提供する飲食店経営を展
開している。「つまんでご卵」「あかね土鶏」を
原料にした鶏すき焼きや水炊きなどの鶏料理を
中心としたメニューを提供している。
　当該店舗は同年３月に営業を開始している。
従業員は15名（社員４名（うち１名は（株）タ
ケノからの出向社員）、パート11名）である。
最大収容客数は240名であり、客層はおよそ30
代後半以降のアフター５の社会人が中心であ
る。収容客数の多さを活かして宴会需要をいか
に取り込むかを課題にしている。また、月間売
上は800万円である。看板メニューは「あかね
土鶏のすき焼き」（１人前1,490円）である。
　タケノファーム（株）の経営主が鶏料理専門
店の開店を意向していたことがそもそもの６次
産業化の経緯であり、１次（原料生産）から３
次（販売・飲食）まですべて行いたい希望があっ
た。ファンドによる出資を契機に、前述のいわ
ゆる大衆居酒屋とは異なる業態での挑戦であ
る。店舗ではもちろん客層も異なっている。
（７）出口（出荷先・販路）の確保による生産
者の支援と育成
　１次産業において、生産した農産物の出口（出
荷先・販路）を常に外に求めることには多くの
困難やリスクがともなう。現状では、飲食店と
いう出口がみずからのビジネスの内に確保され
ており、これだけの量を生産すればこれだけの
量を消費できるという計算が成り立つ。受け皿
となる飲食店のキャパシティにも余裕があるか
らこそ、２・３次事業との統合や生産者との連
携等、さまざまな活動に挑戦できる。
　目下、経営主は、多くの生産者と直接連携し、
農産物を仕入れている。とりわけ、生産者とい
かに連携し、いかに支援できるか、ということ
に重点を置いている。生産者には（株）タケノ
向け農産物の専用圃場を整備してもらうなどし
ている。生産者としても出荷先が確保されるメ
リットがある。例えば、口蹄疫発生後には出荷
先のなかった健康に配慮した飼養管理を行う養
豚経営の豚バラ肉全量を、プレミアを付け買い
取っている。また、環境保全に配慮する野菜生
産者の思いに強く共鳴し、規格外で市場出荷さ
れない無農薬人参や無農薬レンコンなど野菜の
ネット販売（（株）タケノによる単独販売）な
ども手掛けている。また、生産者には出荷先の
紹介なども行っている。これらに共通すること
は、原料供給者である生産者を大切にする姿勢
である。このような取り組みは、みずからが担
う１次産業の出口の確保という意義だけでな
く、６次産業化により連携した多くの生産者に
とってのありがたい出口ともなっている。
　苦境において奮闘するわが国の農業生産者に
とって、このような出口を用意する主体の存在
はきわめて重要である。また、経営主みずから
１次産業を担う活動そのものが他の生産者を支
援・育成する強い動機づけともなっている。
５．結論
　本稿では、成長産業化ファンドを活用した養
鶏ビジネスの実態や特徴について、福岡県の養
鶏業者の取り組みを事例に検討した。わが国に
おいて一世帯当たり最大の鶏肉消費量を誇る福
岡市では、鶏肉をはじめ鶏料理を提供する飲食
店には相対的に厳しい差別化努力が要請されて
いる。そのようななか、サブファンドである
NCB 九州６次化応援ファンドの支援のもと、
特徴ある品種とアニマルウェルフェアに最大限
配慮した飼養管理を売りに差別化を図り、ブラ
ンド化および販路拡大を進める養鶏ビジネスの
拡大の実態が明らかになった。事例とした企業
が成長産業化ファンドを活用する意義として、
新たな資金調達手段としての位置づけがまず
あったが、注目すべきは様々な農業生産者との
連携であり、そこに関与・仲介しうるサブファ
ンドのコンサルタント（相談者）としての機能
である。苦境に立たされているわが国の多くの
農業生産者にとって、６次化ビジネスを進める
中　川　　　隆
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主体との連携は、出口の円滑な開拓・確保とな
り、自身の生産した農産物を消費者に直接的・
積極的に訴求できる有力な手段ともなりうる。
　以上のように、事例として取り上げた福岡県
の養鶏業者は、成長産業化ファンドの活用をみ
ずからの養鶏の経営成長および農業生産者の支
援・育成の促進につなげている好例である。今
後とも、この新たな農林漁業の成長産業化施策
すなわち A-FIVE による出資案件の形成促進
が各地で進み、雇用創出や地域活性化に躍動す
る数多くの農業経営が登場することを期待した
い。
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